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議事録

日時：平成２８年5月11日（水）　18：30〜20：30
場所：日本武道館大会議室
出席者：佐藤成明会長　廣永茂樹　栗原正治副会長
　　　　吉村哲夫卒業生総務副委員長　篠京之　藤野靖太郎卒業生総務委員
　　　　坂西貴司卒業生財務副委員長　吉田正彦卒業生財務委員
　　　　辻村弘毅卒業生事業副委員長　市村麻美子卒業生事業委員
　　　　大山孝治卒業生審判委員
　　　　浅野誠一郎卒業生指導委員長　内野尚美卒業生指導委員
　　　　内藤常男卒業生監事					
　　　　

学生出席者：古川圭太学生幹事長　　　　　野平真柚子学生女子幹事長
　　　　　　岡田和真学生財務委員長　　　森瑛磨学生事業委員長　　　　
　　　　　　水元光正学生審判委員長　
　　　　　　大田尚奈学生総務委員　　　　横田龍之介学生総務委員　
　　　　　　野地正護学生財務委員　　　　高橋悠太郎学生審判委員　　

　　
　定刻、内田卒業生幹事長が欠席のため栗原副会長が司会として開会を宣した後、佐藤会長の挨拶があり、次いで議事を進行した。

【審議事項】
1.不正竹刀使用に対する処置について
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、男子大会で発覚した不正竹刀使用についての説明がなされた。平成28年５月８日（日）第62回関東学生剣道選手権大会において、東京農工大学の選手が試合中に一本取得した後、竹刀に異物（釘数本）を入れて使用していたことが発覚した。試合は、大会実施要項及び申し合わせ事項に基づき、不正竹刀使用とし、当該選手の負けとした。使用していた不正竹刀については審判主任より、大会本部に回収された。その後、内田大会委員長より、東京農工大学監督へ部長・監督名による一連の事態の報告・始末書の提出を要請したとの説明がなされた。次いで、栗原副会長より、釘を入れた場合の竹刀の重さは、510グラム以上であり検査に通るが、入れなかった場合は502グラムとなり規定の重さに達していない。また、異物が釘であり失明につながる可能性があるとの補足説明があった。また、佐藤会長より、大会終了後に部長・監督が選手と共に謝罪に来たとの説明がなされた。この後、大山卒業生審判委員より、なぜ試合前、釘を取り出さなかったのかとの質疑がなされ、これについて栗原副会長より、当該選手から発言がなく今の段階では不明であるとの説明がなされ、廣永副会長より、始末書の提出を部長・監督に求めている最中であるとの説明がなされた。
次いで各常任幹事の意見を順次聞いていくこととなった。
　藤野常任幹事：当該選手は軽い竹刀を使用しようとする意思があったのか、過去にはこのような事例があったのかどうかとの質疑がなされ、これに対し廣永副会長より、釘を入れた事例は初である。また佐藤会長より、釘以外の新聞紙などの異物の混入は数十年前に事例があるとの説明がなされた。
　坂西常任幹事：当該選手はこの異物混入の常習犯であるかとの質疑がなされ、この選手に対しての対処は難しい。
　大山常任幹事：真意について詳細が知りたい。また小さなことから再発防止を促すべきである。　辻村常任幹事：大会当日の連盟側の処置は適切であり、今後の再発防止の対策として、今まで以上の検査の強化は困難であり、当該選手の処置については始末書を踏まえて対応すべきではないか。
　浅野常任幹事：今回は、試合前に選手が釘を入れたままであったため発覚したが、もし釘を取り出していたら分からない状態だったので、学生に指導していくしかないのではないか。
　内野常任幹事：大会当日は竹刀検査所に立ち会っていたが、その場では誰も気づかなかった。今回の不正竹刀の使用は最悪の場合事故に繋がっていた可能性があり、今後の対処が重要である。市村常任幹事：４年生ということで当該選手が常習犯であるのかどうかが今後の処分において重要になる可能性がある。
　栗原副会長：今回の不正竹刀の使用は選手個人の問題であり、本人が試合中に釘が出てくると思わず、重大な事態にならないと判断していたということと、今回は大学や監督、部長まで責任を取らせる必要はなく、あくまで大学側の判断を待つ方が良い。
　廣永副会長：選手はルール上、敗退し連盟としての対処は既に行っているため、後は部としての判断を待つのみであり、重要なのは異物を入れることに対して学生に重大に受け止めてもらうことである。
　内藤監事：今回の件は非常に悪質であり、連盟として当該選手に厳しい姿勢で臨むべきである。
廣永副会長：既に当該選手には処分を十分にしているとの発言があった。
　佐藤会長：前置きとして、現代剣道は安全性を重視している。当該選手へのこれ以上の制裁はすべきではなく、連盟からは当該選手及び大学に指導という姿勢で接していくべきである。
　次いで、５月１０日に当該大学の部長と監督が、佐藤会長の元へ直接謝罪に来た際に提出した始末書を読み上げ、佐藤会長より当該大学は５月14日の女子選手権大会に出場しない意向である旨説明がなされた。
古川学生幹事長：釘の混入は怪我に繋がる重大なことである。検査の時点で発見できなかった関東学生連盟の学生側の見落としもあったかもしれない。
内藤監事：関東学生連盟に落ち度が合った訳ではない。
栗原副会長：再発防止の為に検査の際に金属探知機を使用してはどうか。
次いでこの始末書を踏まえた各常任幹事の意見を聞いていくこととなった。
　辻村常任幹事：釘は安全性を全く考慮していない。
佐藤会長：剣道競技の中で竹刀破損が命に関わる怪我に多く、悪質である。
　吉村常任幹事：重量規定は安全確保の為に設定されており、今後規格外竹刀が見つかった場合の罰則をもうけた方が良い。
　浅野常任幹事：今回の件で我々の検査にも疑いがかかる。また当該選手個人に対して制裁を加えるべきであり、当該大学の女子が出場自粛にするのは趣旨が違うのではないか。
　吉田常任幹事：自身がかつて竹刀の欠陥による怪我の経験があり、今後の再発防止の為に、試合直前に検査を行い、異物を取り出す時間をなくすことで学生の不正がなくなるのではないか。また、岡田学生財務委員長より、再発防止の策として、竹刀に貼る検査合格のシールを縦ではなく横に貼るという提案がなされ、今後検討していくこととなった。
　内藤監事：当該選手に対して厳しい制裁を与えるべきである。
　藤野常任幹事：本会議では処罰と今後の対策までを決定するのかとの質疑があり、廣永副会長より、本会議は方向性のみ決定するとの応答がなされた。また栗原副会長より、当該選手に対して連盟側からは罰則は与えられないとの意見が述べられた。
　浅野常任幹事：現代社会は2020東京オリンピック・パラリンピックに向けて公徳心を養う教育に力を入れており、剣道競技はそれに適している。ゆえにこのような事態が起こったことは非常に遺憾である。
佐藤会長：当該選手には今後も剣道を続けてもらえるような処置をとりたい。
廣永副会長：女子選手権大会の開会式で、佐藤会長から今回の男子大会での不正竹刀の使用があった事実を選手に伝え、剣道のあり方とともに再発を防止すべきであるという提言がなされ、これが了承された。
佐藤会長：最終的には学生を信用したい。
吉村常任幹事：釘を入れた本人は今回検査後釘を取り出さずに試合をしていたことから、竹刀を分解できないような処置をとったところで解決にはならない。
吉田常任幹事：当該選手は主審の止めがかかった後、一旦竹刀を替え、試合を続行しようとしたところ、使用していた竹刀の異物に気付いた審判員が試合続行を中止し、異物（釘）を入れた不正竹刀使用を確認し、当該選手の負けとし、不正竹刀を本部に提出したという経緯である。不正竹刀で試合を続けていれば最悪事故につながっていた可能性があった。
吉村常任幹事：同じことが起こらぬよう、全大学に対して再発防止を周知徹底すべきである。
浅野常任幹事：各大学に女子大会前にメールで通知し、後日文書を送ってはどうかとの提案がなされ、これが了承された。
栗原副会長：部長・監督を改めて招集してはどうかとの提案があり、これが了承された。
以上の審議の結果、関東学生選手権大会で発生した異物（釘数本）混入の不正竹刀使用に対する処置を、下記とおりとすることとし、これを承認した。
記
連盟処置
　1.　会長より、当該大学剣道部部長・監督に対し、口頭にて「厳重注意」とし、当該選手並びに当該剣道部に対す処罰は行わない。
　2.　5月14日開催の女子選手権大会前に、全加盟大学へメールと文書をもって不正竹刀使用と再発防止を通知し、周知徹底させる。
　3． 女子選手権大会の開会式で、会長より、男子選手権大会での不正竹刀使用の事実を伝え、剣道のあり方とともに再発防止を喚起する
以上


　最後に、佐藤会長より挨拶がなされた。
以上で本会議のすべての議事を終了し、閉会した。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成日：平成28年５月11日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成者：学生総務委員	　 大田尚奈
議事録確認者： 卒業生総務副委員長　吉村哲夫
　

